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　アメリカの労働経済学者 G. Borjas の Ethnic Capital の理論は、伝統的な移民受入社会を前提とした議論で、
日本に在留する外国人二世・三世のコミュニティの現実を必ずしも説明するものとは思われないので、今後
の課題とすべきである。
　また、著者がバイリンガルの子どもたちに議論の焦点を合わせたのに対し、外国人の子どもたちの多い地
域では、セミリンガル（ダブルリミテッド又は日本語も母語も不十分な子どもたちの問題）にも、十分に関
心を払う必要がある。
３　結論
　このように本論文には改善が期待される点もあるが、データ自体の入手困難に帰着する部分が大きく、将
来において解決していかなければならない問題である。
　本論文は、経済学として未開拓で広大な分野に、ビジョンを持って挑戦し、新たな経済学的考察を展開し、
いくつもの実証的根拠を得ることに成功している。
　厳しいデータの制約のなかで作成された本論文が、国際的な人の移動における経済学及び関連する社会科
学に与える貢献なども考慮すれば、指摘した問題点は、本論文の価値を損ねることにならないと考える。
　以上のような審査結果に基づき、当審査委員会は、博士学位申請論文の提出者佐伯康考氏が、博士（経済
学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと判定する。
